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令和元年度　群馬県ふくし総合相談支援事業
なんでも福祉相談員研修会Ⅲ（継続編③）
目　的　　　群馬県ふくし総合相談支援事業において「なんでも福祉相談員」の資質の向上は、事業推進において最も大切なものとなります。
令和元年度 なんでも福祉相談員研修会Ⅲ（継続編）では、「なんでも福祉相談員」としての実践に寄与する情報やスキルを獲得することを目的に、テーマ別での内容にて開催いたします。
なお、今回は、「相談業務を行う上で必要な面接技術のスキルアップを目指す」をテーマとした企画となります。
日　時　　令和２年2月19日（水）　13:30～16:30（予定）受付13:00～
会　場　　群馬県生涯学習センター４階　第1研修室       ※下記、アクセスマップを参照
　　　　（前橋市文京町2-20-22　電話：027-224-5700）
主　催　　社会福祉法人群馬県社会福祉協議会
共　催　　群馬県社会福祉法人連絡会
（群馬県市町村社会福祉協議会会長会／群馬県社会福祉法人経営者協議会／群馬県身体障害者施設協議会／群馬県知的障害者福祉協会／群馬県精神障害者社会復帰協議会／群馬県社会就労センター協議会／群馬県救護施設協議会／群馬県福祉医療施設連絡会／群馬県老人福祉施設協議会／群馬県地域包括・在宅介護支援センター協議会／群馬県保育協議会／群馬県児童養護施設連絡協議会／群馬県乳児福祉協議会／群馬県母子生活支援施設協議会／ぐんま子育て支援センター連絡会）

後　援　　群馬県
対象者　　なんでも福祉相談員、
市町村社協・県市町
村行政等の福祉関係者
研修会Ⅲ 研修内容
	研 修
	日　程
	企画内容

	継続①

	６月13日（木）

	「なんでも福祉相談員としてのこれまでの
活動を振り返り、今後の取り組みを展望する」

	継続②
	9月6日（金）
	「生活困窮者を支援する制度や取組について学び、

支援の視点や関係機関との連携強化を目指す」

	継続③
	令和2年
2月19日(水)
	【プログラム】

①講義・演習
面接技術の基本的事項と技法について学ぶ
②情報交換
　福祉現場における相談・面接の実情について
【テーマ】

「相談業務を行う上で必要な面接技術のスキルアップを目指す」
（仮題）
【講　師】

　駒澤大学文学部社会学科　社会福祉学専攻
　教授　荒井 浩道　氏
講師略歴

吾妻郡高山村生まれ。早稲田大学大学院人間科学研究科修了。
博士（人間科学）、社会福祉士。専門はソーシャルワーク、面接技術等。泉龍寺（群馬県高山村）副住職。
群馬県内の福祉・医療関係者向けに、面接技術の向上のための研修講師を多数務められている。



◎プログラムは一部、変更となる場合があります
◎継続研修は、テーマ別での開催となりますので、可能な範囲でご参加ください

申込方法　　　別紙「参加申込書」を作成の上、ＦＡＸ（０２７－２５５－６１７３）にて、
事務局宛お申込みください。
申込期日：令和２年１月３１日（金）必着 
そ の 他  　・当日は詰込駐車となる場合があります。詰込を行った場合、途中で車を出す
ことはできませんので、あらかじめご了承ください。
　
問合せ先　　群馬県ふくし総合相談支援事業　事務局
　　群馬県社会福祉協議会　施設福祉課（澁谷・髙岸）
　〒371-8525　前橋市新前橋町13-12
　　電話：027-212-8287　/　ＦＡＸ：027-255-6173
　　Mail：koueki@g-shakyo.or.jp
開催要項
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